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総労働者 建設業
【出所】総務省「労働力調査 長期時系列データ」

（2007年平均＝100）
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2007 2010 2013 2016 20222019
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18.59%
17.47%

16.59% 16.43% 16.64% 16.44%

27.89% 28.51% 28.65% 29.29%
30.55%

31.47%
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【出所】総務省「労働力調査 長期時系列データ」

30歳未満（全産業） 30歳未満（建設業） 55歳以上（全産業） 55歳以上（建設業）
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労働者は高齢化で減少傾向にあり、
労務単価は資材費・燃料費などの高騰により上昇傾向にあります。

建設業界の動向

建設業従事者の年齢構成推移 高齢労働者の割合は増加、若年労働者は微増

建設業従事者の推移（2007年平均=100） 建設業従事者は減少傾向

市場環境
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鉄筋工

電気工 内装工

【出所】国土交通省「公共工事設計労務単価」
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【出所】日本銀行調査統計局「国内物価指数」
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木材 鋼材等
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労務単価動向 全職種で高騰、特に東京都（関東）の上昇率が顕著

建設資材費動向（2020年平均=100） 建設資材費は、上昇トレンド一服も高止まり
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